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■)〕 íケ ん口体 (唯ι移″笏

1lЛ 11 1■ キヽ′た)が ′れみヤ孵多ソ

鯰還藁

ィ争a`′
"″

|た ォ1/′ /1嬌劉ユ,′芝′/´ ?々 倒 ′

ラ′あ.そイ購″
"に

と
`フ `〕

Zなくイt(ジアゲ〈ソι

連轟忘

酵んなτ
´
鷲寃・諄 Lない。

摯守響力l譲 tよ う

主



人気場秦調 奎雀喫海

鶴″娩ff徊み瘍鰯Z身分そ第″擁篤飢第
｀

れらυ

ふ″|′

“

赦 /′′メ́「イ

ず月のθ雄老tり′

%べけル7どスキガ‐71ル |カフJた `″
ルイ/、 3♪ ″4修 1'そ″′た̀

′

″1/「 /■・ ′́771 にル■クリクハ′|ケ崚ノざたアルクリ;グレ」め入?た しンf ttF′ '(マ

|フ リ,ウ′ルツグ′
'′岬′

`に

ごジツ、わけrィ
`え

7・ /1/Z′″′″/た

リカア|フ
ツノ′'4〉くつZ中 存口″・11ゼ″,形たハクロ″〃ジタ′1「″F、 誇ラルと́みの

有与″モ 4ら
'ら

齊rJの 7√ ″tたる
'γ

7i'、 rめ ビン′求

ι 庭́rイ 7/ル″りι〃′ビ人だ髪aノ た。多%イ
Zケ′笏旬′たこ■ %′tr,1

レιlフ 7%バ イ彰7■‐t

ンた

'ケ

“

マン4石才Tん fわ「 昴之́ マわん
'こ

ずJ子芸L/υ

t愛

律t徴4it夕管′髯γf多形 冤
ど,磁r6%孝 けみι独ろ(1'っ ツタル/レ′′″

勿%タラタ71,/′′′′/パ ′Fスι、ス′旬′弓″

P′M7ケθ″口後「■じfjγ 口″つれマヽ′St'

ヲリ、ヽ,多夕あ、え窄(ごスク(存 ビス「牲′々

尻彩鮨;〃み1雅 |[鯵 賢ゞ
/θ ″́ スれ がイタプレい ;′

まず
・
轟ず篠国の書錢《咸

//″んりん グ́1膚 ′タラク
'10ル

ル:クゲιグ7ムИ′る形期夕のプを多づ子ら七タタ塀乞の

,名 を多′多́ψヽらfttf,力t孝 |夕に
'卜

、ヽフル.

力兵錆虚勧ハわアウケつなかり
'(ネ

;た′仏だ、

み"均
`fか

ら、観省す1わイ′

鞭鼠餐葉 まる

η孝なハ髭笏

`夕

(/ヒ♯え′′′暉)′換玄
'・

7を 3し力励ヮんどこう /ノ″ρブちル/′″タ

今物拠スノ′りりヽうメール′́河が塚イつたい♯わンラタ多晰 〃́ザ参/ノ″′′ι夕をZ核

つ受スノメアン′をそ1み い ジ海あ′チ′″タタ́βク ノ々多ごψケ孝ノ//ο

蘊 稔うのだ蓄広奪肇ltノ

ヶ後、ィタ洗ρル、メれ Pんす針などイ♯られ|ない′
`

け,た ).物″′ε広″【多′へや

交渉部

I第 )守た
｀
ス プιl[:域ゲlο

婿rん うに」`″れ ずヽ〈 よりより|み :キ

｀

1た り考力たソ17あ 17月
(

摯″.グ朔など
'テ

彦多、1初′多′匂條′́ J夕 ′″ィ
′
`た

に与いク々 」́協力′猜J,Zι インダ

メ

味=し
irヵ十″だヽ協ク′ガル、い

,
tェ イます。

お 絋

控■甕形鮮[%そ
`競

筋観F盪/雛ダゆ為

“
,



総

マヽ

テ
Ｌ

ミ

な

き

毯
省

ｖ
♪
も

総ヽ
『
洋

ヽゝ

袋

゛
区
ず
ヽ

こ
ξ

ξ

ヽ

ま

Ｍ
ゞ

ヽ

・
Ｆ

澪
λ
ミ
ざ
下

さ
一゙
瞥
■
丸
ヽ
毯

ミ
と
さ
ヾ
ヽヽ
い

碧
彎
ゞ
゛
つ
い３
Ｄ

ひ
Э
↓
゛
Λ
ｔ
ヽ
べ
鎌

０
ざヽ
Ｐ
一
ｏ
ハ
ド́
ｓ

≧
い
い
やハ

″い
ｖ

少
）熟
繁
眸
い
い

ヽ
卜
ヽ
デ
゛

４ヽ

ス
雙
羹
き
ヽ
〉

ド
ヽ
く′き
くＣ
Ｎ

‐Ｔ一
　
ヽ
ニ

冷

冷

い′ｒヽ
ｅＱ
翠
戦
）

(莉枷琳「ゆき叫

4河肩醸血

"口

畔C4籠鍼螂軒)
雛」″EΨ]当 ノ湖麟》難゙ )

。
=針

彊d
譜コ,一―

「
古Sヽ′「||1藩 Sハ (

――ψl‐「さ

'(11こ

S肩ヨ翠]
⊂》′き卜′|:「 lo)FT書 lθ光:

泰ぴ]ぴ″二:で ]∈曇バ∈

"l.t■再ヨ■二  

「
■ひ再F自 ンこ

4Ri澪言さ|ヽドSF=卜 o「

ンバ3」「tSt「 :ミニ■]o(13

目≡よ肩■さ
=SF=ン

き`」
ft」)「●難

=|ン

rl・ ]諏畔ト

Cせ

OSir,I)=ハ 1か 眈‖さこモ
「

坐テ:ン

「
ヨ恭きヽ ,SI藤二ヽ

卜,〉三テ,TSよき針od十 ンdナさコLI

″弓}ぽ
「

0′%か レヽ′伊百雲
=薄事サ

=)●
rJESc。 い「卜́1

サS,,ハσ》ひざ‖ン0か

'研バc■埒ひ蒲ホンc)■ U′ハ
。サラ針

「
らυ′いいざ併A計

「
じ[「 〕伊ぷ「図源■言爾」ぴ

`コ]Л叶や。かラバ●yc縦

`

筐汁σ灘メ鮮き注目sI■ u′肝

0「 |ンバもう■tllК●Fロ ンら
吾半ゆ)o凄 鰤苔洵:暑肩ヨ

。,針員

バ辟口,一―C卜肩飩軒卜「1/、

陣゙ 3卜‖ンC計∈百¬諄樹 |

肩悠壼――Frl淋 汽ヽ こ

`ン

よ

らむキE゛ [IΣ尋首胃ンit'絆 OO 「ヽ,dヽキ
ト「10(■オHヽァーやsぶ岸冷
ざラ∧

「
C》 s晨 1料岸静肩υητ

Oパ ソ
「

⇒湿Эヨか悴Ac当

oかけ‐
lSか■卜滲詳

い支[|ヨ芸ウ
=孤

:驀 ノ1,S蔵長

ゥexキ )「リンIS11)ltrttЭ O:

計めコン
「

肩■0「 1。 )計)沼

かゝヽ N難ハ!「図謙繊南鯖」■
EIS(:ド ド饉1料巌鰤ン゙ )にド自
計ざ,‖ヨ百添ビ薫早サ鷹ロンハ

)θ F。かstrlS r計 支r~tt

001'ら ざ秦fヽ「撃直‐i籠」シ
古きヽ き。,卜再ヽ い卜がStら

ぶ嗜冷委悦ヽ fl一二tll～尚C対

百SttЭコ》C潮ハtぶ耐o「

。,針J針員ききは,

薄iノ「l●」にサィサ繹中局
=酔

'|ン

計11■■百■●lll撃耐Dホ
「T(い 。「1囁 trJり ,F「 シ疇バcC
i「 Iゝパ |「 iFIン〔≧ICコハt%|「

ンうにS■Sヽ Sヽ'Iサド1,

|´
「

tキ ン占41E OOt,バ ■

0「Iき liSI■ドごラ針,メ

|:こちヽ|■に1ン l‐■ネか11ヽ [i∴ :

I會 ン
「

トトき■量,い 1古「|

。ざきi「1■ せヽ,=「でILI爵 ″直|

「スユ11■薔」「lcヽ■0ミ (ヽ
|

さしSi:__Eこ れきι

"●

ント辞

X,と Sヽ「口,,諄無J ttS羊 詳|「

S二IIIか■[メ |「工■ン
「

S

OtSIう昇虐らIS「 。か,「 |も

針fヽ澪斗S目 辞ЭflンバσERI

アー光▼・マ■t+ヽ ン)か凛

琳
=liSは

,暑雪丑計き」∧じ
‐」ヨ樹″百当θ卜文書十υ′

`。)'4ざ芦C貿
「

|な ノ有

lr「 10′,トリ0(叫ハ針ヽ 鮮ヤ|が

>ヽこ淋百】]再)ラ ンバ⊂宇

語ハIE落し)】浄≫肩卜よsX事

首1料口〉お′c卜計沖。いIバ古

き,卜が討rlヽ楠詳零υ′tF・ ン
「

E攣 か■erじ 卜ざ>C滞‐
l叫

署≒ξラ■0[1籠 11ら百尽蔵1修昇コ|ン dl

dEI襄》Э米澪。,軒載_―針
「「TSひかま頭刺再澤蔵ひバ}バ

`言
OU′肘ン再ま出i風]ナ

。ぶtt・ ハゝ よ
=0計

さ
怯■01(ric爵詐繹「》さЧ

=踊肩撃碑鼻よンこ■ハ
'謙
洸け)

馨」ムセ計,ン●_~´ f,さ 館ヽF
S"≡辞ヽ 。かラバド き弾fr
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住
民
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総
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同
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住
民
に

一
害
」
と
題

し
て

講
演
し

「
道
路
が

仮

知
識
人
が
多
い
せ
い
か
、
組
織
、
運
営

方
法
、
予
算
な
ど
、
地
域
運
動
と
し
て

は
ま
れ
な
ほ
ど
、
し

っ
か
り
し
た
基
礎

固
め
を
し
て
い
た
が
い
よ
い
よ
本
格
的

な
活
動
に
入

っ
た
。
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▽
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入
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。
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